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0. はじめに 
日本と中国の間には、文化や社会制度など多くの違いがある一方で、漢字表現という共
通点もある。しかし、同じ漢字を異なった意味で使用するため、大きな誤解が生じること
もしばしばある。本稿では、そのような、日中両言語における同形語(その定義については
1.1.節で後述する)、特に二文字漢語を中心にその意味上の分類と品詞性に注目し、考察を
行う。両言語における意味対照と品詞対照を行うことにより、両国の学習者の漢語使用に
あたり参考になればよいと考えている。 
なお、本稿で扱う例文番号、表番号、下線、日本語訳は特に断りのない限り筆者による
ものである。 
 
1. 先行研究 
1.1. 大河内(1992) 
 本節では、大河内(1992)による同形語の定義について紹介する。大河内(1992)は日中同形
語について以下のように定義している。 
 
 同形語(中国語で“同形词”)とは何か。一言で言えば「政治、文化」のように日・中で字面が同じ単
語であるが、この呼び方が中国でつかわれだしたのは比較的最近のことのように思う。もちろん日本
での呼び名は中国語を受けている。概念の定義は違うが、従来“日語借詞”と呼ばれてきたものが主と
してこれに相当する。これを拡大して、この“日語借詞”と古来中国語にある語(同じようにいえば日
本における漢語借詞)とを合わせ、いずれがいずれを借用したかを問わず、双方同じ漢字(簡体字は問
わない)で表記されるものを同形語と呼ぶようになったと思われる。 
(大河内 1992: 179-180 引用) 
 
大河内(1992)によれば、中国語と日本語で表記(簡体字であるかどうかは問題にしない)
のみならず、漢字の語構成自体も同じであるのが日中同形語である。本稿では、この定義
を採用する。 
 
1.2. 王(2015) 
 王(2015)は日中同形語に関する対照研究や習得研究においてよく取り上げられる 7 つの
代表的な辞典・専門書について、四つの問題点とそれに対応する改善点を指摘している。 
王(2015)は、意味の異同により日中同形語を分類する際、従来の 3 つの分類方法で分類
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した上で、さらにその下位分類も提案する。また、品詞の相違による誤用が多いため、品
詞も併せて表記することを提案する。以下、王(2015)による日中同形語の分類方法を示す。 
 
Same, Similar(SS 型)：意味の同じあるいは近い語 
Overlap(O 型)：意味の部分的に重なる語 
Different(D 型)：意味の異なる語 
その中では、O 型はさらに以下のように下位分類できる。 
O1 型：両国語における意味の一部重なっているが、日本語に他の意味があるもの 
O2 型：両国語における意味が一部重なっているが、中国語にほかの意味があるもの 
O3 型：両国語における意味が一部重なっているが、それぞれほかの意味があるもの 
(王 2015: 59 引用) 
 
1.3. 王(2013) 
王(2013)では、日中同形語の分類方法について検討を行い、品詞と意味における二重誤
用が起こりやすい日中同形語について考察を行った。王(2013)は日中同形語の誤用には主
に意味の誤用、品詞の誤用、意味と品詞における二重誤用との 3 つのパターンがあると述
べている。 
王(2013)は、主に意味と品詞における二重誤用を中心に日中同形語の実態を把握した上
で、誤用が生じる原因及び誤用防止対策について検討を行った1。さらに、王(2013)は、単
語は意味と品詞の統一体であるので、単語の全体像を把握するためには、意味と品詞の両
方を見る必要があると述べている。特に日中同形語を分類する際に、意味と品詞を結びつ
けて行えば、より明確に日中同形語の全体的な特徴を把握することができると述べている。
最後に、二重誤用が生じた原因は「①意味と品詞における日中間のズレによる母語干渉、
②意味の誤用と品詞の誤用の連動性」であると述べている。 
 
2. 先行研究のまとめ 
大河内(1992)は同形語の定義について述べている。王(2015)は日中両国で出版されている
同形語辞典、さらにその問題点と改善点について述べている。また、王(2013)は、品詞と
意味における二重誤用されやすい日中同形語について述べている。 
以上の先行研究から見ると、漢字語彙の中には、同形であっても日本語と中国語で意味
が異なるものがあり、それによって日本語・中国語の学習者の誤解を招いてしまう恐れが
ある。さらに、日中同形語は意味の面のみならず、品詞の面でも誤用されやすいので、そ
の点にも注意をはらう必要があると考えられる。 
  
                                                        
1 王(2013)によると、品詞の誤用に関する先行研究は「経済を発展する」のような自他動詞の誤用も品詞
レベルの誤用として扱っている。なぜならば、中国人日本語学習者においては非常によく見られる誤用で
あるためである。王(2013)もやはり、同様に自他動詞の誤用を品詞レベルの誤用と見なすと述べている。 
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3. 問題提起 
同形語の分類については王(2015)で述べられているように、3 つの分類方法に基づき、さ
らなる下位分類をすることができる。王(2015)は中国人日本語学習者の立場にたって研究
し考察したものだが、各分類における同形語の数や割合などは言及されていない。さらに、
王(2013)は、日中同形語の意味と品詞の両方についてその誤用実態と使用状況について述
べているが、辞典による両言語の品詞の異同については言及されていない。 
そこで本稿では、王(2015)の意味分類に従い、王(2015)に取り上げられている辞典『日中
同形異義語 1500』を調査資料として考察を行うことにする。研究範囲としては王(2015)に
よって下位分類された O3 型の同形語(両国語における意味が一部重なっているが、それぞ
れほかの意味があるもの)を中心に、この辞典における日中同形語を意味によって分類する。
また、王(2013)は、単語は意味と品詞の統一体であると述べている。そのため、本稿では、
意味分類の考察を行った上で、さらに両言語の辞典による品詞の相違について考察を行う
ことにする。なぜならば、品詞が異なると意味も異なることが考えられるためである。 
 
4. 調査 
4.1. 調査資料 
調査資料としては王(2015)で取り上げた７つの辞典のうち、最も新しく出版された同形
語辞典である郭他(2011)(以下『日中同形異義語 1500』という)を採用し調査を行う。 
『日中同形異義語 1500』では、日中同形異義語を以下 a〜d の 4 タイプに分け、それぞ
れのタイプの例文と対訳を示している。 
 
 a. 同意味の部分をもち、同時に日本語に異なる意味があるもの。(同義＋日) 
 b. 同意味の部分をもち、同時に中国語に異なる意味があるもの。(同義＋中) 
 c. 同意味の部分をもち、同時に日本語・中国語ともに異なる意味があるもの。(同義＋日＋中) 
 d. 同意味はもたず、日本語・中国語それぞれに異なる意味があるもの。(日＋中) 
(郭他 2011: 5 引用) 
 
 以上の 4タイプのうち王(2015)で取り上げたO3型の同形語(詳しくは 1.3節を参考された
い)と同じ範囲になるのはタイプ c(同義＋日＋中)である。 
 
4.2. 調査方法 
本節では、まず『日中同形異義語 1500』に収録されている 1,525 語の同形語のうち、a
〜d の各タイプに属する同形語の語数を算出した上で、タイプ c(同義＋日＋中)に属する同
形語を全て抽出する。 
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4.3. 調査結果 
 調査の結果、1,525 語の同形語のうち、それぞれのタイプに属する語数とその割合を以下
の表 1 でまとめる。 
 
表 1: 『日中同形異義語 1500』におけるタイプ別の語数 
 語数 % 
タイプ a(同義＋中) 322 21 
タイプ b(同義＋日) 441 29 
タイプ c(同義＋日＋中) 276 18 
タイプ d(日＋中) 486 32 
計 1525 100 
 
5. 分析と考察 
本節では、4.3.節の調査結果に基づき、タイプ c(同義＋日＋中)に属する 276 語の日中同
形語(表 1 の太字部分)について、両言語の辞典を用いてそれぞれの品詞を調べ、考察を行
う。両言語の品詞を調べる際に、日本で出版された山田忠雄他編(2011)(以下『新明解国語
辞典(第七版)』とする)と中国で出版された中国社会科学院語言研究所詞典編輯室(2012)(以
下『現代漢語詞典(第六版)』とする)を基準として対照を行う。 
 
5.1. 分析 
本稿では、『新明解国語辞典(第七版)』の品詞表記を参考にし、日本語の品詞の種類を大
きく以下の①〜③の 3 つに分類する。そして、それぞれの日本語の品詞に対応する中国語
の品詞を調べる。 
①＜名・形動＞：日本語で名詞と形容動詞の用法を持つもの 
②＜名・する＞：日本語で名詞と動詞の用法を持つもの 
③＜名＞：日本語で名詞の用法のみを持つもの 
一方、『現代漢語詞典(第六版)』では、品詞を【名詞】、【動詞】、【形容詞】、【数詞】、【量
詞】、【代詞】、【副詞】、【介詞】、【連詞(接続詞)】、【助詞】、【感嘆詞】、【擬声詞】の 12 種類
に分類している。本稿では、【名詞】、【動詞】、【形容詞】、【数詞】、【副詞】、【介詞】の 6
種類のみが現れたため、以上の 6 種類によって、中国語における同形語の品詞を記述する。 
 
5.1.1. ＜名・形動＞ 
＜名・形動＞という品詞分類について分析した結果、276 語の日中同形語のうち、日本
語では名詞・形容動詞として使われる同形語の中には、中国語の場合【名詞】、【動詞】、【形
容詞】以外に、【副詞】として使われる同形語が 5 語現れた。これは全体の 17.86%を占め
ている。 
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表 2: ＜名・形動＞ 
日本語の品詞 中国語の品詞 用例 用例数 
＜名・形動＞ 
名詞・形容詞・副詞 可能 1 
名詞・副詞 大事 1 
動詞・副詞 彷彿 1 
形容詞・副詞 純粋、非常 2 
総計 5 
 
5.1.2. ＜名・する＞ 
ここではまず、日本語の名詞・サ変動詞にあたる中国語の品詞を見る際に、日本語の 1
動詞の自他に注目し、これをさらに以下の 3 つに分けてから、それぞれについて分析する。 
 
パターン１：名詞・自動詞として使われる語。＜名・自サ＞ 
パターン２：名詞・他動詞として使われる語。＜名・他サ＞ 
パターン３：名詞・自動詞・他動詞として使われる語。＜名・自他サ＞ 
 
 パターン１について分析した結果、276 語の同形語のうち、日本語で＜名詞・自動詞＞
として使われる同形語の中には、中国語で【動詞】、【名詞】以外にも、【形容詞】、【副詞】、
【介詞】として現れるものがあった(表 3 中の太字部分)。その用例数は 12 語あり、全体の
28.57%を占めている。 
 
表 3: ＜名・自サ＞ 
日本語の品詞 中国語の品詞 用例 用例数 
＜名・自サ＞ 
名詞・形容詞 正面 1 
動詞・形容詞 親近、調和、突出、平行、麻痺 5 
形容詞 肥大、狼藉 2 
副詞 一味、独立 2 
名詞・副詞 対面 1 
動詞・介詞 通過 1 
総計 12 
 
次にパターン２について分析した結果、276 語の同形語のうち、日本語では＜名詞・他
動詞＞として使われる同形語の中には、中国語の場合【動詞】、【名詞】以外にも【形容詞】、
【副詞】として使われる同形語が 8 語現れており、全体の 11.27%を占めている。 
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表 4: ＜名・他サ＞ 
日本語の品詞 中国語の品詞 用例 用例数 
 
 
＜名・他サ＞ 
動詞・形容詞 開放、公開、拘束、自覚 4 
動詞、名詞、形容詞 所有 1 
動詞、形容詞、副詞 肯定 1 
動詞・名詞・副詞 左右 1 
形容詞・副詞 実在 1 
総計 8 
 
最後にパターン 3 について分析した結果、276 語の同形語のうち、日本語では＜名詞・
自動詞・他動詞＞として使われる同形語の中には、中国語で【形容詞】で現れる同形語が
1 語あり、全体の 5.56%を占めている。 
 
表 5: ＜名・自他サ＞ 
日本語の品詞 中国語の品詞 用例 用例数 
＜名・自他サ＞ 動詞・形容詞 閉塞 1 
総計 1 
 
 
5.1.3. ＜名＞ 
＜名＞という品詞分類について分析した結果、276 語の同形語のうち、日本語では＜名
詞＞のみとして使われる同形語の中には、中国語で【形容詞】、【副詞】、【数詞】として現
れる同形語が 26 語あり、これは全体の 26.26%を占めている。 
 
表 6: ＜名＞ 
日本語の品詞 中国語の品詞 用例 用例数 
＜名＞ 
  
名詞・形容詞 
規律、光彩、高層、錯誤、首席、人
工、人道、精霊、先進、点滴、慢性 
11 
動詞・形容詞 相対 1 
名詞・副詞 一口 1 
動詞・副詞 論説 1 
形容詞・副詞 基本、専門 2 
数詞・副詞 千万 1 
総計 17 
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5.1.4. その他 
ここでは、276 語の日中同形語うち、①〜③の３つの品詞の分類にどれにも属していな
い、その他として扱った同形語とその中国語の品詞について分析する。その結果、日本語
と中国語の品詞を対照するにあたり、＜名・形動＞、＜名・する＞、＜名＞という 3 つの
品詞分類以外にも様々な対照パターンがあることがわかる。 また、その他として分類した
同形語の数は 10 語あり、全体の 3.73%を占めている。 
 
5.2. 考察 
5.1.節では、調査で得られた 276 語の同形語をその日本語と中国語の品詞により対照し、
分析を行った。その結果、中国語の品詞から見ると、日本語の品詞に対応していない中国
語の品詞がいくつか現れており、その割合もかなり高いことが分かった。以下、日本語の
品詞と対応する中国語の品詞の相違について取り上げる。 
まず、日本語では＜名・形動＞、＜名・自サ＞、＜名・自他サ＞、＜名＞に属し、中国
語で【副詞】として使われる同形語について取り上げる。その中には、日本語の場合後ろ
に「～に」を加えることで＜副詞＞的な用法を持つ同形語もあれば(大事に、非常に)、そ
の用法を持たない同形語もある。これにより、両言語の学習者に誤用を招く恐れがあると
考えられる。以下、日本語では＜動詞＞で、中国語では【副詞】として使われる同形語の
例文と予想される誤用例を挙げる。 
 
(1)   「独立」   
        你从现在起可以独立工作了。(中) 
        君は今から独立して働くことができる。(日) 
        君は今から独立仕事できる。(誤用文) 
 
 (1)に見られるように、中国人日本語学習者が日本語で「独立」という同形語を使う場合、
動詞ではなく副詞的な用法で使われることが予想される。次に、日本語では＜動詞＞、＜
名詞＞(自他両方)に属し、中国語では【形容詞】として使われる同形語について取り上げ
る。これに属する同形語は全部で 16 語現れており、全体の 5.6%を占めている。 
以下、日本語では＜動詞＞、中国語では【形容詞】として使われる同形語の例文と予想
される誤用例を挙げる。 
 
(2)   「開放」 
        他是性格开放的人。(中) 
        彼は性格が明るい人だ。(日) 
        彼は性格が開放な人だ。(誤用文) 
 
以上、(2)に見られるように、「開放」は日本語で動詞として使われており、人の性格に
ついて説明する時には「開放」ではなく、「開放的な」のほうがふさわしい。つまり、「開
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放」は日本語で動詞的な用法のみを持っており、形容詞の用法は持たない。そのため、中
国人日本語学習者は日本語の文で「開放」という同形語を使う場合、そのまま形容詞とし
て使うことが予想される。 
これ以外にも日本語では＜動詞＞で、中国語では【介詞】として使われる同形語、そし
て日本語では＜名詞＞、中国語では【数詞】として使われる同形語が各 1 語現れた。 
よって、調査対象となったタイプ c(同義＋日＋中)に属する 276 語の同形語は日中両言語
おける品詞のズレがかなり大きいということがわかった。 
 
6. 結論と今後の課題 
本稿では、主に日中両言語における同形語、特に二文字漢語を中心にその意味上の分類
と品詞性に注目し、考察を行った。その結果、タイプ c(同義＋日＋中)の同形語においては
両言語間で大きな品詞のズレが観察された。従って、両言語の学習者が漢語を使用するに
あたり、意味が同じであっても、両言語の品詞に注意を払う必要があると考えられる。 
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